













　区間 上で定義された連続関数 は必ず原始関数を持つ。実際 を1つ選んでくると，
任意の に対して， は閉区間[ , ](または[ , ])上で一様連続であるから(Riemann)
積分可能である。それ故
と定義すると，定積分の平均値の定理と の連続性から が導かれ，従って
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となる。ここに は実数全体の集合を表す。これを
で表示し， の不定積分と呼ぶ。従って上の議論から， を の任意の原始関数とすると，
が成り立つ。しかし不定積分に属する関数達は定数の差だけなので，これを関数のように扱う目的で，
と書き， を の積分定数と呼ぶ。従って不定積分は集合と関数の2つの顔を持つ事になる。丁
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定まらないからである。そこに不定積分(indefi nite integral)の語源があるように思われる。そ
こで2節で述べたように，「原始関数は沢山あるが，その違いは定数の差だけである」と言う数学
的事実を学生達に十分認識させる事である。そのために次のような例題を沢山出した方が良い：
　例題。関数 を積分せよ。また関数 の原始関数で点(0，1)を通る関数を求めよ。
また関数 の原始関数で点(1，1)を通る関数を求めよ。
　更に3節で述べたような問題を学生達に解かせ，積分定数の意義と大切さを十分認識させる事が
肝要である。
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